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環境アセスメント学会生態系研究部会第13回定例会のご案内
生物多様性条約（CBD）の第10回締約国会議（COP10）が開催される2010年は、CBDが掲げる2010年目標の達成状況を評価する年でもあります。また日本においても、第3次生物多様性国家戦略において「生物多様性の現況や動向に関する総合評価を実施する」ことが示されました。

こうした国内外の状況を受けて、環境省は平成20年度から「生物多様性総合評価検討委員会」を設置し、我が国の「生物多様性の総合評価」を開始しました。

今回は、この総合評価に関連する国内外の動向、およびこれまで1年間の委員会における検討状況についてご紹介するとともに、環境影響評価をはじめとする環境政策との関連や今後の進め方などについて、会場にお越しの様々な立場の皆様からのご意見をいただきつつ、議論したいと考えています。

環境アセスメント学会会員以外の方の参加も歓迎します。奮ってご応募ください。
■テーマ：生物多様性条約締約国会議COP10に向けての生物多様性総合評価

■話題提供者：（財）自然環境研究センター 名取睦氏

■コーディネーター：東京都市大学　　田中　章

■日時：平成２１年５月２８日（木）１８：００～２０：００

■場所：東京都市大学環境情報学部（横浜市営地下鉄中川駅）
　 　　２号館情報メディアセンター２階プレゼンテーションラボ
　　　　http://www.yc.tcu.ac.jp/access/index.html
■参加費：環境アセスメント学会会員200円、非会員500円

■参加方法：担当の藤瀬まで下記の内容をお知らせください。
なお、当日に会場の受付にてお申込いただくことも可能です。

・件名：JSIA生態系研究部会第13回定例会（5月28日開催分）参加希望
・本文：氏名（ふりがな）、所属先、会員・非会員の区分、電話番号、E-mail
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